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「藍を建てる」「藍を建てる」
～ 藍染めシーズンの幕開け～～ 藍染めシーズンの幕開け～
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新型コロナウイルスに絶対負けない！ 新型コロナウイルスに絶対負けない！

今月の表紙
藍染めの本格シーズンを前に、

染め液を作る「藍建て」が始まりました
美しい「インディゴブルー」が

今年も皆さんを待っています

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
　
　
　
絶
対
負
け
な
い
！

　
　
　
　
　
　
絶
対
負
け
な
い
！

４月 20 日に開催された第４回新型コロナウイルス対策本部会議

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
日
本
は
い
ま
だ

か
つ
て
な
い
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
現
在
、
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
南
会
津
町
で
も
、
感

染
の
恐
怖
や
活
動
の
自
粛
に
よ
り
地

域
の
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
ま

す
。
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い
る
町

内
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
緊
急

経
済
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

緊
急
経
済
対
策

 　
　

  

を
実
施
し
ま
す

 

緊
急
経
済
対
策

　
　
　
　

   

３
本
の
柱

【
①
の
柱　

資
金
繰
り
対
策
】

　

事
業
者
の
資
金
繰
り
を
円
滑
に
す

る
た
め
、
新
た
な
利
子
・
保
証
料
補
給

制
度
を
創
設
し
ま
す
。

【
事
業
内
容
】　

①
商
工
会
を
通
じ
た
既
存
融
資
に
対

　

す
る
利
子
補
給
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

②
町
内
金
融
機
関
が
取
り
扱
う
制
度

【緊急経済対策に関する問合せ】

　商工観光課　商工振興係
　　電話　　０２４１－６２－６２００
　　メール 　h_shokou@minamiaizu.org

　厳しい状況にある町内飲食店を応援するため、
南会津町商工会を中心に「エール飯プロジェクト」
が展開されています。
　ご自宅用のテイクアウトや職場でデリバリーを活用
するなど、町内飲食店にエールを送りましょう！

ホームページ：https://minamiaizu-yell-meshi.com/
フェイスブック：@minamiaizu.yell.meshi

防災無線で町民に呼びかける大宅町長

3 / 3 【 町 】 第 １ 回 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 本 部 会 議
　 　 　・ 感 染 症 対 策 基 本 方 針 を 策 定

3 / 2 7
【 町 】 第 ２ 回 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 本 部 会 議

　 　 　・ 感 染 症 対 策 基 本 方 針 を 見 直 し
　 　 　・ イ ベ ン ト な ど の 休 止 措 置

4 / 3 【 町 】 防 災 無 線 で 不 要 不 急 の 外 出 自 粛 を 要 請
　 　 　・ 定 期 的 に 放 送 を 実 施

4 / 7 【 国 】 ７ 都 府 県 へ 緊 急 事 態 宣 言 を 発 令
【 県 】 緊急事態宣言発令地域への不要不急の移動自粛を要請

4 / 9
【 町 】 第 ３ 回 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 本 部 会 議

　 　 　・ 感 染 症 対 策 基 本 方 針 を 見 直 し
　 　 　・ 経 済 対 策 の 検 討

4 / 1 5 【 町 】 防 災 無 線 で 感 染 症 予 防 の 徹 底 を 要 請

4 / 1 6 【 国 】 全都道府県へ緊急事態宣言を発令

4 / 1 7 【 県 】 施 設 の 使 用 制 限 に 関 す る 協 力 を 要 請
【 町 】 町 長 メ ッ セ ー ジ（ 防 災 無 線 ）

4 / 1 8 【 町 】 町 長 メ ッ セ ー ジ（ 新 聞 折 込 ）
　 　   Yo u t u b e 上 で 、 町 長 メ ッ セ ー ジ の 動 画 を 配 信

4 / 2 0

【 町 】 第 ４ 回 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 本 部 会 議
　 　 　・ 感 染 症 対 策 基 本 方 針 を 全 面 改 訂
　 　 　・ 町 有 施 設 の 使 用 を 制 限
　 　 　・ 緊 急 経 済 対 策 の 検 討

4 / 2 2 【 町 】 町 長 メ ッ セ ー ジ（ 全 戸 配 布 ）

4 / 2 3 【 町 】 町 長 メ ッ セ ー ジ（ 防 災 無 線 ）

4 / 2 5 【 町 】 町 有 施 設 の 営 業 状 況 を 周 知（ 新 聞 折 込 ）

4 / 2 8 【 県・ 町 】 町 内 電 光 掲 示 板 で 不 要 不 急 の 外 出 自 粛 を 要 請
【 町 】 町 長 メ ッ セ ー ジ（ 防 災 無 線 ）

新型コロナウイルス感染症対策の経過

（５月１日時点）

　

資
金
融
資
な
ど
に
対
応
し
た
利
子
・

　

保
証
料
補
給
制
度
を
創
設
し
、
迅

　

速
な
資
金
供
給
を
支
援
し
ま
す
。

③
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

融
資
な
ど
で
、
利
子
や
保
証
料
の

　

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

事
業
者
な
ど
へ
の
利
子
・
保
証
料

　

補
給
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

【
②
の
柱　

内
需
拡
大
対
策
】

　

町
民
の
活
動
自
粛
に
伴
い
、
経
営

危
機
に
直
面
し
て
い
る
飲
食
店
な
ど

を
支
援
す
る
た
め
、
内
需
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

①
町
内
飲
食
店
な
ど
の
利
用
者
を
増

　

や
す
た
め
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ

　

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

②
持
ち
帰
り
や
仕
出
し
な
ど
、
集
客

　

回
復
に
向
け
た
独
自
の
取
り
組
み

　

を
広
く
周
知
し
、
消
費
喚
起
を
促

　

し
ま
す
。

【
③
の
柱　

経
営
支
援
対
策
】

　

事
業
継
続
や
雇
用
維
持
な
ど
に
取

り
組
む
事
業
者
を
補
助
金
に
よ
り
支

援
し
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

①
売
上
減
少
が
著
し
い
事
業
者
を
対

　

象
に
、
賃
借
料
（
土
地
・
建
物
な

　

ど
）
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

②
感
染
症
予
防
対
策
や
売
上
回
復
に

　

関
わ
る
必
要
経
費
の
一
部
を
補
助

　

し
ま
す
。

　

緊
急
経
済
対
策
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
下
記
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 を 防 ぐ た め に 、
人 と 人 と の 接 触 を 減 ら す 必 要 が あ り ま す 。

自 分 と 大 切 な 家 族 の “ い の ち ” を 守 り ま し ょ う 。

町 民 の 皆 さ ん 、 思 い や り と 信 頼 の も と 、
一 致 団 結 し て い き ま し ょ う 。

町 長 　 大  宅  宗  吉 　
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南会津ワカモノ会議からの提言 南会津ワカモノ会議からの提言

　

若
者
の
声
を
町
政
に
届
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に
設

置
さ
れ
た
「
南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
」。
こ
れ

ま
で
若
者
同
士
の
意
見
交
換
や
交
流
の
場
を
設

け
、
若
者
の
目
線
か
ら
町
の
将
来
像
へ
の
議
論

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

3
月
27
日
、
同
会
議
の
星
久
徳
会
長
ら
が
町

長
室
を
訪
れ
、
若
者
が
集
ま
る
機
会
の
創
出
や

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
な
ど
を
ま
と
め
た

提
言
書
を
、
大
宅
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。提言書を手渡す星会長㊥と渡部さん㊧

南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
が
町
へ
提
言
書
を
提
出

　
　
　
　

提
言
③

　
　
　
　
　
「
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
開
催
」

【
提
言
理
由
】

　

平
成
30
年
度
に
開
催
し
た
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

に
は
多
く
の
若
者
が
参
加
し
、
若
者
が
集
ま

る
機
会
の
創
出
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
告
知
を
行
い
、
経
費
を
か
け
ず
と
も
多
く

の
集
客
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
の
活
動
に
賛
同

し
、
積
極
的
に
支
援
や
協
力
を
申
し
出
る
団

体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
固
と
し
た
運
営
体

制
の
構
築
も
十
分
可
能
で
あ
る
。

　

参
加
者
個
人
や
各
団
体
か
ら
大
き
な
反
響

が
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
引
き
続
き
南

会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
が
中
心
と
な
り
事
業
を

実
施
し
た
い
。
多
く
の
関
係
団
体
を
巻
き
込

み
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
運
営
体
制
を
目
指

し
て
い
る
た
め
、
町
の
継
続
し
た
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

一日限りの復活を遂げた
ビアガーデンのチラシ

平成 30 年８月 11 日（土）に開催したビアガーデンには
240 人もの参加者が訪れました

ただ一緒に盛り上がるだけではなく
町の将来について意見を交わす様子が見られたことが印象的でした

　

提
言
書
に
は
、
南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
が
４

年
間
積
み
上
げ
て
き
た
議
論
を
形
に
し
た
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
若
者
が
元
気
も
り
も
り
楽
し
ん
で
い
る
町
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
が

進
め
て
き
た
取
り
組
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

提
言
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　

提
言
②

　
　
　
　
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と
し
て
ス
キ
ー
場
を
活
用
」

【
提
言
理
由
】

　

県
内
外
か
ら
年
間
数
十
万
人
と
多
く
の
ス

キ
ー
ヤ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
が
訪
れ
る
ス

キ
ー
場
は
、
広
告
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
絶
好
の
場
所
で
あ
る
。

　

ス
キ
ー
場
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
（
ロ
ッ
ジ
、

リ
フ
ト
、
ス
タ
ッ
フ
ウ
ェ
ア
な
ど
）
で
広
く

広
告
を
募
集
す
る
こ
と
で
、
収
入
源
が
確
保

で
き
、
安
定
し
た
経
営
に
つ
な
が
る
。
ス
キ

ー
場
自
ら
が
広
告
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
、
町

内
企
業
へ
掲
載
の
呼
び
か
け
を
行
う
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
関
心
を
持
つ
来
場
者
も
多
く
、
定
期
的

に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
は
ス
キ
ー
場

自
体
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
。

　

平
成
29
年
度
に
会
津
高
原
た
か
つ
え
ス
キ

ー
場
で
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
当
日
の

声
掛
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
外
か
ら
多
く

の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

町
最
大
の
誘
客
資
源
で
あ
る
ス
キ
ー
場
を

活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
強
化

は
、
町
に
と
っ
て
も
誘
客
面
で
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
積
極
的
な
活
用
を
お
願

い
し
た
い
。

企画したイベントを成功させるため
メンバー同士で協議や準備を重ねました

たかつえスキー場でのイベントには栃木・茨城・千葉など
県外から多くの方に参加いただきました

　
　
　
　

提
言
①

　
　
　
　
「
町
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
」

【
提
言
理
由
】

　

現
代
の
若
者
は
働
く
上
で
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
い
る
。

　

働
き
な
が
ら
も
「
楽
し
く
充
実
し
た
生
活

を
送
り
た
い
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
若
者
も

多
い
こ
と
か
ら
、
町
内
で
若
者
同
士
が
集
ま

る
機
会
を
創
出
し
、「
仕
事
以
外
の
生
活
」

を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

平
成
29
年
度
に
取
り
組
ん
だ
「
ノ
ー
残
業

デ
ー
」
の
試
み
で
は
、
町
内
企
業
88
社
か
ら

賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
企
業
の
働

き
方
改
革
に
対
す
る
意
識
も
高
い
こ
と
が

わ
か
る
。

　

若
者
が
集
ま
る
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、

町
内
の
企
業
が
一
斉
に
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

を
実
施
で
き
る
基
盤
を
整
備
で
き
な
い
か
。

　

毎
月
第
2
金
曜
日
を
「
町
内
一
斉
ノ
ー
残

業
デ
ー
」
と
し
て
条
例
化
す
る
こ
と
で
、
い

つ
も
よ
り
早
い
退
社
が
促
さ
れ
、
趣
味
の
時

間
や
友
人
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

平成 29 年 10 月 13 日（金）第１回目のノー残業デーに合わせ
年齢を問わず楽しめる映画の上映会を開催しました

多くの企業から賛同を得た
ノー残業デーの周知ポスター
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提
言
④

　
　
　
　
　
「
サ
ー
モ
ン
回
帰
の
機
運
醸
成
」

【
提
言
理
由
】

　

若
者
を
町
内
に
縛
り
つ
け
る
こ
と
に
は
無

理
が
あ
る
。
む
し
ろ
外
の
世
界
に
触
れ
て
教

養
を
身
に
つ
け
、
地
元
に
戻
っ
て
く
る
人
材

を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

中
高
生
時
代
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
町
に
対
す
る
思
い

を
醸
成
す
る
機
会
と
な
る
。
子
ど
も
た
ち
が

抱
く
町
に
対
す
る
思
い
は
、
良
い
も
の
ば
か

り
と
は
限
ら
な
い
が
、
い
か
に
郷
土
愛
を
育

ん
で
い
く
か
、
大
人
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

大
き
い
。

　

ま
ず
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
と
大
人
が
率
直
に
意
見
を

交
わ
す
場
を
設
け
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
愛

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

外
の
世
界
に
送
り
出
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
大
き
い
人
間
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
も

ら
え
る
よ
う
、
町
全
体
で
若
者
を
応
援
す
る

機
運
を
醸
成
し
た
い
。

【
用
語
解
説
】

　

サ
ー
モ
ン
回
帰
と
は
、
サ
ケ
が
海
で
成
長

し
た
の
ち
、
産
卵
の
た
め
に
生
ま
れ
た
川
へ

帰
っ
て
く
る
習
性
か
ら
連
想
し
た
造
語
で
す
。

「10 年後の南会津町へ生かすまちづくり案」をテーマに
ワークショップを行いました

平成 31 年２月２日（土）に開催した
田島高校生との意見交換会には 15 名の生徒が参加

　
　
　
　

提
言
⑤

　
　
　
　
　
「
会
津
山
村
道
場
を
核
と
し
た
体
験
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
」

【
提
言
理
由
】

　

近
年
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
は
過
去
最

大
を
更
新
し
て
お
り
、
訪
日
の
目
的
は
モ
ノ

消
費
（
買
い
物
）
か
ら
コ
ト
消
費
（
体
験
）

に
変
化
し
、
日
本
各
地
で
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
訪
日
外
国

人
観
光
客
に
限
ら
ず
、
日
本
国
内
で
も
若
者

の
考
え
に
変
化
が
生
じ
、
物
欲
は
希
薄
に
な

り
、
趣
味
や
経
験
の
た
め
に
お
金
を
使
う
人

が
増
加
し
て
い
る
。

　

会
津
山
村
道
場
は
キ
ャ
ン
プ
場
や
コ
テ
ー

ジ
な
ど
の
宿
泊
施
設
を
保
有
し
、
周
辺
に
は

豊
富
な
自
然
資
源
が
あ
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ

ー
ム
が
再
燃
す
る
中
で
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

系
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
れ
ば
大
き

な
誘
客
効
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
、
滞
在
時
間
を
確

保
す
る
こ
と
で
周
辺
地
域
の
宿
泊
客
の
増
加

に
つ
な
が
る
。

　

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
に
あ
た
っ
て

は
、
地
元
の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
を
発
見
で
き

る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
を
紹
介
で
き
る
ガ
イ
ド
付
き
メ
ニ
ュ
ー

の
造
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ワカモノ会議メンバー同士で
地域の魅力を再発見する旅を企画

伝統的建築物の建築技術に触れ
茅葺屋根の美しさを再認識

　
　
　
　

提
言
⑥

　
　
　
　
　
「
関
係
人
口
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」

【
提
言
理
由
】

　

地
方
で
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に

直
面
し
て
い
る
。
地
域
と
多
様
に
関
わ
る

人
々
を
指
す
「
関
係
人
口
」
に
着
目
し
、
地

域
外
か
ら
の
交
流
の
入
り
口
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
。

　

首
都
圏
で
開
催
し
た
ワ
カ
モ
ノ
会
議
の
中

で
学
ん
だ
こ
と
は
、
地
方
（
ふ
る
さ
と
）
に

関
わ
り
を
持
ち
た
い
と
い
う
若
者
や
、
自
ら

の
能
力
を
生
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
る
若
者
が
多
く
い
る
こ
と
。
意
欲
の
あ

る
若
者
と
意
見
を
交
わ
す
機
会
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
で

あ
る
。

　

意
欲
あ
る
若
者
と
定
期
的
に
交
流
し
、
実

際
に
町
へ
足
を
運
び
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
必
要
が
あ

る
。
変
化
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
人
材

が
地
域
に
根
付
き
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て

活
動
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

【
用
語
解
説
】

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、
組
織
や
担
い

手
な
ど「
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
も
の
」

を
指
す
。

「ワカモノ会議 in Tokyo 2019」では
高校生との意見交換会で示された提言をさらに深掘りしました

「ワカモノ会議 in Tokyo 2020」では
移住・定住の実体験を絡めた意見交換を行いました

南会津ワカモノ会議からの提言 南会津ワカモノ会議からの提言

中心市街地活性化など議論を深めるため
メンバー同士で合宿を実施

南会津ワカモノ会議の４年間の取り組みを通じて
今回の提言をまとめ上げました

　
　
　
　

提
言
⑦

　
　
　
　
　
「
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、ま
ち
な
か
活
動
拠
点
を
整
備
」

【
提
言
理
由
】

　

中
心
市
街
地
に
若
者
を
呼
び
込
む
こ
と

で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
ま
ち
な
か
に
若
者
の
活
動
拠

点
を
設
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
参
画
し
や
す

い
環
境
を
整
備
し
た
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
提
供

で
き
れ
ば
、
積
極
的
に
活
動
す
る
若
者
が
増

え
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
学
生
が
自
由
に
活
動
で
き
る
場

と
し
て
も
機
能
し
、
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
大

き
な
役
割
を
担
う
施
設
と
な
る
。

　

さ
ら
に
は
、
育
児
中
の
母
親
な
ど
が
子
ど

も
を
連
れ
て
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
子
育
て
支

援
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
も
期
待
さ
れ
る
。

　

拠
点
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
若
者
の
有

志
を
募
り
、
自
ら
の
手
で
空
き
家
に
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
施
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
の

で
、
町
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

【
用
語
解
説
】

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
既
存
の
建
物
に

改
修
を
行
い
、
性
能
を
向
上
さ
せ
た
り
、
付

加
価
値
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
。
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南会津ワカモノ会議メンバー募集

南会津ワカモノ会議の
メンバーを募集します！

【対象者】

　町内に就業もしくは住所を有する４０歳以下の成年で、まち
づくりに関心のある方であれば、どなたでも参加できます。
　参加を希望される方は、電話またはメールでお申し込みください。
【募集人員】

　２０人程度
【活動期間】

　令和２年６月から令和３年３月まで
【参加費】

　無料　※交流会経費など一部自己負担あり。
【申込締切】

　５月２９日（金）　※執務時間中に限ります。

 【申込み・問合せ】
 　総合政策課　企画政策係 
 　　電話　　０２４１－６２－６２１０
 　　メール　h_seisaku@minamiaizu.org

　令和２年度も継続して、若者同士の意見交換や交流の場として「南会津ワカモノ会議」を開催します。「まち
づくり」や「町の将来像」について議論を深め、あなたの思いを仲間とともにカタチにしませんか。
　町内出身で首都圏在住の方々との交流会やビアガーデンの開催など、さまざまな企画を考えています。ぜひご
参加ください。

ワカモノの声を
届けよう！

新しい仲間を
　待っています！

南会津町ふるさとサポーター募集

南会津町ふるさとサポーター制度南会津町ふるさとサポーター制度

創設のお知らせ創設のお知らせ
　「南会津町ふるさとサポーター」に登録いただいた方には、町の魅力を発信するだけではなく、
連 携 ま た は 交 流 の 輪 を 国 内 外 に 広 め る こ と で 、 南 会 津 町 の 知 名 度 を 高 め る 活 動 な ど を 担 っ て
いただきます。
　お知り合いの方がいらっしゃいましたら、ぜひ当制度をご紹介ください。

１． 登録要件１． 登録要件

　　町外に在住し、次のいずれかに該当する方
　　　（１）南会津町出身の方
　　　（２）南会津町にゆかりのある方
　　　（３）南会津町の魅力を自発的に発信しようとする方

２． 活動内容２． 活動内容

　 　 　（ １ ） 町 の 歴 史 、 文 化 、 自 然 環 境 、 食 、 観 光 、 そ の ほ か 魅 力 あ る 地 域 情 報 な ど の 発 信  
　　　　　  及び応援活動
　 　 　（ ２ ） 町 へ の 企 画 提 言 、 改 善 ア ド バ イ ス 、 情 報 提 供 、 ア ン ケ ー ト へ の 回 答 、 イ ベ ン ト 
　　　　　  への参加など
　　　（３）観光や特産品など、地域資源の発掘と振興
　　　（４）町を訪れること
　　※すべての活動が必須ではなく、１つの活動から可能です。ノルマもありません。

３． 特　典３． 特　典

　　　（１）ふるさと住民票の発行（町内施設を割引価格で利用できます。）
　　　（２）イベントなどの各種情報提供
　　　（３）サポーター活動に必要な刊行物などの提供

４． 登録方法４． 登録方法

　　町ホームページで「南会津町ふるさとサポーター登録申込書」をダウンロードし、郵送、メール
　またはファックスのいずれかの方法で提出いただきます。
　 　 登 録 い た だ い た 方 の 中 か ら 、 本 町 に 深 い 愛 着 を 持 ち 、 積 極 的 に 情 報 発 信 し て い た だ け る 方 を
　「 ふるさとアンバサダー 」 と し て 認 定 し 、 上 記 特 典 に 加 え て 、 名 刺 の 提 供 や 特 産 品 の 支 給 な ど を  
　　行います。

 【申込み・問合せ】
 　総合政策課　企画政策係 
 　　電話　　０２４１－６２－６２１０
 　　ＦＡＸ　０２４１－６２－１２８８
 　　メール　h_seisaku@minamiaizu.org
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藍藍染染をを伝伝えたいえたい

　

４
月
か
ら
奥
会
津
博
物
館
に
配
属
さ
れ
た

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２
人
を
紹
介
し
ま
す

町
の
協
力
隊
制
度
を
知
っ
た

き
っ
か
け
は
？

川
嶋　

北
海
道
や
静
岡
な
ど
、
他
の

地
域
で
活
躍
す
る
協
力
隊
員
と
の
交

流
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
町
の

協
力
隊
制
度
を
知
り
ま
し
た
。

野
村　

田
舎
暮
ら
し
の
魅
力
や
移
住
、

交
流
の
情
報
を
発
信
す
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ

Ｎ
」
と
い
う
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の

仕
事
を
検
索
し
、
町
の
協
力
隊
制
度

を
知
り
ま
し
た
。

町
の
協
力
隊
に
応
募
し
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い

川
嶋　

こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
た
仕

事
は
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た

が
、「
お
手
伝
い
」
が
中
心
で
し
た
。

以
前
か
ら
、
ど
こ
か
で
自
分
の
生
活

を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
春
に
は
藍
の
種
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
生
葉
染
め
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
い
つ
か「
藍
建
て（
染

め
液
を
つ
く
る
こ
と
）」
を
し
て
み
た

い
と
憧
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
の

募
集
を
見
つ
け
、
応
募
し
ま
し
た
。

　
野
村　

東
京
で
の
生
活
は
物
で
溢
れ
、

人
の
優
し
さ
が
不
足
し
て
い
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
生
活
が
嫌
で
、

地
方
に
移
住
し
ま
し
た
。
山
梨
で
は

自
然
と
人
に
癒
さ
れ
、
ほ
ど
よ
い
田

舎
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
で
き
る

こ
と
」
を
探
す
よ
う
に
な
り
、
藍
染

め
の
世
界
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伝
統
工
芸
の
後
継
者
不
足

が
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

藍
染
め
を
後
世
に
残
し
た
い
と
思
い

応
募
し
ま
し
た
。

協
力
隊
と
し
て
の
意
気
込
み
を

お
願
い
し
ま
す

川
嶋　

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
町
な

ら
で
は
の
生
活
に
触
れ
、
楽
し
み

や
喜
び
、
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

自
分
で
実
際
に
体
験
し
、
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
根
付
く
昔
か
ら
の

知
恵
を
学
び
、
受
け
継
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
村　

染
物
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て

の
こ
と
が
未
経
験
で
す
が
、
藍
染
め

と
南
会
津
町
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
生
活
に
な
じ
む
こ
と
を
目

標
に
し
て
、
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
、
生
活
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

オ
ス
ス
メ
の
場
所
や
物
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
に
住
ん
で
み
た
感
想
を
教
え
て

く
だ
さ
い

川
嶋　

気
温
が
低
く
肌
寒
い
け
れ
ど
、

人
は
温
か
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
日

本
酒
が
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
…
カ
メ
ム
シ
に
負
け
ず

に
頑
張
り
ま
す
。

野
村　

想
像
以
上
に
寒
く
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
自
転
車
で
の
散
策
が

楽
し
く
、
草
花
が
咲
き
、
山
々
が
色

づ
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　

職
場
の
皆
さ
ん
が
優
し
く
て
働
き

や
す
く
、
日
々
の
温
も
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

川
嶋　

藍
染
め
だ
け
で
な
く
、
町
の

良
い
と
こ
ろ
や
大
変
な
と
こ
ろ
、
人

の
暮
ら
し
な
ど
を
知
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

自
称
・
人
見
知
り
で
す
が
、
多
く

の
こ
と
を
経
験
し
た
い
の
で
、
気
軽

に
声
を
か
け
て
誘
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

野
村　

暖
か
く
な
っ
て
き
た
ら
山
に

行
き
た
い
の
で
、
お
勧
め
の
コ
ー
ス

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
食
べ

る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
食
べ
物
屋

さ
ん
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
お
酒
は
飲
め
ま
せ
ん
が
…
）。

　

福
島
で
の
暮
ら
し
は
初
め
て
で
、

右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
至
ら
な

い
部
分
や
未
熟
な
点
が
多
々
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

P R O F I L E

川 嶋  恵（ か わ し ま  め ぐ み ） さ ん

〔 出 身 地 、 出 身 校 〕

　 東 京 都 小 平 市 出 身 、 製 菓 学 校 を 卒 業 。

〔 経 歴 〕

　 製 菓 学 校 を 卒 業 後 に 、 東 京 や 北 海 道 、 静 岡 、 長 野 、 千 葉 な ど

各 地 を め ぐ り 、 飲 食 業・ 農 業・ 宿 泊 業 な ど に 従 事 。 ア ー ス オ ー

ブ ン（ 土 窯 ） を 使 用 し た パ ン 作 り な ど 、 料 理 の 知 見 が 豊 富 。

〔 趣 味・ 好 き な こ と 〕

　 料 理 、 温 泉 、 読 書 、 草 木 染 め 、 田 ん ぼ 、 古 い も の . . . な ど

P R O F I L E

野 村  美 登 里（ の む ら  み ど り ） さ ん

〔 出 身 地 、 出 身 校 〕

　 東 京 都 練 馬 区 出 身 、大 学 で 保 育 、専 門 学 校 で 児 童 文 学 を 専 攻 。

〔 経 歴 〕

　 東 京 デ ィ ズ ニ ー リ ゾ ー ト や 旅 行 代 理 店 に 従 事 後 、 ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド や ス イ ス で ハ イ キ ン グ ガ イ ド と し て 活 動 。 帰 国 後 に バ ス

添 乗 員 を 経 て 、 山 梨 の ウ イ ス キ ー 工 場 で 接 客 を 担 当 す る 。

〔 趣 味・ 好 き な こ と 〕

　 旅 行 、 山 登 り 、 温 泉 、 食 事 、 読 書 、 愛 猫 の お 世 話 . . . な ど
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伊伊南南地域を地域を元元気気にに

P R O F I L E

山 田  雄 大（ や ま だ  た け ひ ろ ） さ ん

〔 出 身 地 、 出 身 校 〕

　 群 馬 県 万 場 村 出 身 の 埼 玉 県 神 川 町 育 ち 、大 学 で 経 済 地 理 学 を 専 攻 。

〔 経 歴 〕

　 地 域 お こ し 協 力 隊 に 入 隊 し 、 間 も な く ２ 年 目 を 迎 え る 。 社 会

人 ２ 年 生 。 大 学 で は 、 樹 木 を 薪 に 加 工 し 、 販 売 す る 方 法 を 独 学

で 学 ぶ 。 現 在 は 、 耻 風 地 区 の 地 域 振 興 を 担 う 。

〔 趣 味・ 好 き な こ と 〕

　 歴 史 文 学（ 特 に 平 安 文 学 、 陰
お ん み ょ う じ

陽 師 の 歴 史 ） な ど

P R O F I L E

澁 川  絢 有（ し ぶ か わ  け ん ゆ う ） さ ん

〔 出 身 地 、 出 身 校 〕

　 青 森 県 青 森 市 出 身 、 大 学 で 芸 術・ ス ポ ー ツ 文 化 を 専 攻 。

〔 経 歴 〕

　 ぴ ち ぴ ち の 社 会 人 １ 年 生 。 大 学 で ア ウ ト ド ア・ ア ク テ ィ ビ テ ィ

（ 野 外 活 動 ） を 研 究 し 、 新 た な 視 点 か ら 限 界 集 落 の 活 性 化 に 取 り

組 ん だ 経 過 あ り 。 ス ポ ー ツ ツ ー リ ズ ム の 推 進 を 担 う 。

〔 趣 味・ 好 き な こ と 〕

　 釣 り 、 ス ノ ー ス ポ ー ツ 、 登 山 、 カ ヤ ッ ク 、 カ ヌ ー . . . な ど

【
ま
ず
は
新
任
の
澁
川
さ
ん
へ
の
質
問
】

町
の
協
力
隊
制
度
を
知
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　

伊
南
地
域
で
は
男
性
２
人
の

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
活
動
し
て
い
ま
す

澁
川　

大
学
４
年
生
の
と
き
、
自
然

に
触
れ
る
仕
事
が
で
き
る
就
職
先
を

探
し
て
い
ま
し
た
。

　

路
頭
に
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
恩

師
か
ら
南
会
津
町
を
紹
介
さ
れ
、
２

度
見
学
に
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
中

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
知

り
ま
し
た
。

町
の
協
力
隊
に
応
募
し
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い

澁
川　

簡
単
に
い
え
ば
、「
ひ
と
め
ぼ

れ
」
で
す
。
伊
南
川
を
は
じ
め
て
見

た
と
き
に
、
釣
り
人
と
し
て
の
血
が

騒
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
と
自
然
の
距
離
が
近
く
、

「
自
然
と
共
生
し
た
い
」
と
考
え
て
い

た
自
分
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
な
い

場
所
で
し
た
。

協
力
隊
と
し
て
の
意
気
込
み
を

お
願
い
し
ま
す

澁
川　

伊
南
地
域
の
力
に
な
れ
る
よ

う
、
地
域
中
を
駆
け
回
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
魚
臭
い
青
年
が
い
た
ら
、

お
そ
ら
く
私
で
す

町
に
住
ん
で
み
た
感
想
を
教
え
て

く
だ
さ
い

澁
川　

水
が
と
て
も
お
い
し
く
、
移

住
し
て
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
類
を
飲
ま
な

く
な
り
ま
し
た
。
お
な
か
が
へ
こ
む

こ
と
を
期
待
し
た
の
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
先
は
長
そ
う
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

澁
川　

南
会
津
町
に
移
住
し
て
間
も

な
い
た
め
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
早
く「
南
会
津
人
」

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

【
次
に
先
輩
で
あ
る
山
田
さ
ん
へ
の
質
問
】

協
力
隊
と
し
て
今
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
？

山
田　

耻
風
地
区
や
大
学
生
と
連
携

し
た
特
産
品（
そ
ば
、
マ
ト
ン
）
の
開

発
、
ハ
ス
畑
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
の
研
究
や
Ｐ
Ｒ
動
画

の
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

協
力
隊
に
な
っ
て
良
か
っ
た

こ
と
は
？

山
田　

大
学
在
学
中
か
ら
耻
風
地
区

と
関
わ
り
、
出
し
た
結
論
は「
地
域
活

性
化
は
継
続
が
重
要
で
あ
る
」
こ
と

で
す
。
地
区
の
皆
さ
ん
に
思
い
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
活
動
を
継
続
さ
せ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
良
か
っ
た

こ
と
で
す
。

２
年
目
を
迎
え
る
意
気
込
み
を

お
願
い
し
ま
す

山
田　

今
後
想
定
さ
れ
る
都
市
と
地

方
の
関
係
の
変
化
を
見
極
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
平
等
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
尽

く
し
た
い
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

山
田　

埼
玉
で
独
り
暮
ら
し
を
し
て

い
た
と
き
よ
り
も
、
悠
々
自
適
に
生

活
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
家
族
が
で
き
た
と
き
に
は
、

さ
ら
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
仕
事
に
励
み
、
信
頼

を
得
て
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う

日
々
生
き
て
い
き
ま
す
。

協
力
隊
の
後
輩
３
人
へ
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

山
田　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

る
と
、
至
ら
な
い
点
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
日
々
の
活
動
に
励
む
中
で
、

私
の
後
ろ
に
は
、
現
在
の
隊
員
の
み

な
ら
ず
、
未
来
の
隊
員
も
含
め
て
、

た
く
さ
ん
の
後
輩
が
い
る
こ
と
を
自

覚
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
後
輩
た
ち
が
働
き
や
す
い

伊
南
地
域
に
し
た
い
と
思
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
自
分
一
人
で
は
な
く
、
未

来
の
協
力
隊
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
る
つ
も
り
で
日
々
を
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
。
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す
ま
い
る
だ
よ
り

「
捉
え
方
を
変
え
る
こ
と
」

ｖｏｌ 25

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

日
本
中
で
マ
ス
ク
の
不
足
や
外

出
の
制
限
が
続
い
て
い
ま

す
。
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち
が
落

ち
着
か
ず
不
安
に
な
る
方
も
増
え

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
子
育
て
や
自

分
の
気
持
ち
を
少
し
楽
に
す

る
方
法
と
し
て
「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
」
と
い
う
考
え
方
を
お
伝
え
し

ま
す
。

心
理
学
の
世
界
で
は
、
人
が
物

事
を
捉
え
る
こ
と
を
「
フ

レ
ー
ム
（
枠
組
み
）
」
と
呼
び
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
枠
を
変
え
る
こ
と

が
「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
で
す
。

例
え
ば
上
司
か
ら
「
給
料
の

20
％
を
貯
金
し
て
み
た
ら
」

と
提
案
さ
れ
た
場
合
と
、
「
給
料
の

80
％
で
生
活
す
る
と
い
い
よ
」
と

言
わ
れ
た
場
合
で
は
、
後
者
の
ほ

う
が
取
り
組
み
や
す
い
と
感
じ
ま

せ
ん
か
。

あ
る
い
は
、
こ
れ
か
ら
試
験
を

受
け
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い

る
と
き
に
、
先
生
か
ら
「
10
％
の

確
率
で
不
合
格
に
な
る
」
と
言
わ

れ
る
よ
り
も
、
「
合
格
で
き
る
確
率

は
90
％
だ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
う
が

挑
戦
す
る
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
せ

ん
か
。

リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
の
考
え
方

は
、
日
々
の
子
育
て
に
活
用

で
き
ま
す
。

多
く
の
親
は
子
ど
も
が
周
り
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

本
人
が
困
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う

思
い
で
子
ど
も
と
接
す
る
た
め
、

子
ど
も
の
で
き
な
い
部
分
に
目
を

向
け
が
ち
で
す
。
大
切
な
自
分
の

子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
こ
う
あ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
理
想
や
期
待
も
あ

り
、
「
こ
こ
が
も
っ
と
改
善
さ
れ
れ

ば
…
」
と
思
い
や
す
い
よ
う
で
す
。

も
し
、
子
ど
も
の
行
動
に
イ
ラ

イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

れ
ば
、
捉
え
方
を
変
え
る
こ
と
で

悩
み
が
減
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

叱
る
回
数
が
減
る
こ
と
も
期
待
で

そ
れ
は
「
人
生
に
困
る
子
ど
も
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自
分

の
考
え
を
別
の
視
点
か
ら
捉
え
な

お
す
。
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
日
々
感
じ
る
子
育
て
の
イ
ラ

イ
ラ
を
少
し
で
も
和
ら
げ
ま
す
よ

う
に
。

い
つ
も
と
違
っ
た
環
境
の
中

で
、
不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
か
ら

子
育
て
が
つ
ら
く
な
る
と
き
は
、

い
つ
で
も
「
え
が
お
」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
イ
ラ
イ
ラ
や
つ
ら
さ

が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ
う
、
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
を
「
思
慮
深
く
慎
重
」
と
表
現

す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
「
相

手
の
顔
色
ば
か
り
う
か
が
う
」
子

は
、「
相
手
の
立
場
を
考
え
ら
れ
る
、

謙
虚
さ
が
あ
る
、
人
の
意
見
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
」子
で
す
。

こ
れ
ら
は
一
例
で
す
が
、
ま
ず

は
気
に
な
る
子
ど
も
の
短

所
を
書
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
長
所

に
書
き
換
え
る
作
業
を
す
る
こ
と

で
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
の
訓
練
と
な

り
ま
す
。
今
回
の
お
す
す
め
図
書

「
ひ
っ
く
り
カ
エ
ル
！
」
は
、
リ
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
を
活
用
し
た
絵
本
で

す
。
本
を
子
ど
も
と
読
み
な
が
ら
、

「
捉
え
な
お
す
こ
と
」
を
学
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

集
団
で
学
ぶ
場
は
「
一
斉
指
導
」

が
中
心
で
す
。
み
ん
な
が
同

じ
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
ま
す
。
勝
手
な
行
動
を
と
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
場
合
は
、

「
困
っ
た
子
ど
も
」
と
評
価
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

き
ま
す
。
子
ど
も
の
「
欠
点
」
と

感
じ
て
い
る
こ
と
を
「
長
所
、強
み
」

と
捉
え
な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
「
騒
が
し
い
」
と
感

じ
る
な
ら
ば
、
「
元
気
、
明

る
い
」
と
捉
え
て
み
る
。
「
落
ち
着

き
が
な
い
」
と
感
じ
る
と
き
は
、

「
好
奇
心
旺
盛
、
興
味
津
々
、
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
」
と
捉
え
て
み
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
「
す
ぐ
に
怒
る
、

き
れ
る
」
と
感
じ
る
性
格
は

「
立
ち
向
か
う
気
力
が
あ
る
」
、
「
し

つ
こ
い
」
と
感
じ
る
性
格
は
「
粘

り
強
い
、
あ
き
ら
め
な
い
」
と
表

現
で
き
ま
す
。
「
威
張
っ
て
い
る
」

子
は
「
自
信
が
あ
る
」
子
で
、
「
ふ

ざ
け
て
ば
か
り
い
る
」
子
は
「
面

白
く
、
ゆ
か
い
な
」
子
で
す
。

さ
ら
に
考
え
れ
ば
、
「
お
と
な

し
い
」
性
格
は
「
協
調
性
が

高
い
」
、
「
や
る
こ
と
な
す
こ
と
が

遅
い
」
性
格
は
「
慎
重
か
つ
丁
寧

で
あ
る
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
な
か
な
か
決
め
ら
れ

な
い
、
み
ん
な
を
待
た
せ
る
」
こ

【
お
す
す
め
図
書
】

「
ひ
っ
く
り
カ
エ
ル
！
」

あ
ん
べ
ひ
ろ
し
／
さ
く

う
ち
だ
コ
ー
イ
チ
ロ
ウ
／
え

公
共
交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

　
　

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を
開
始

　

５
月
11
日
（
月
）
か
ら
、
荒
海
・
永
田
エ
リ
ア
、
長
野
・
田
部
原
エ
リ
ア
、
小

出
原
地
区
を
対
象
と
し
た
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
デ
マ
ン
ド
」
と
は
、
日
本
語
で
「
需
要
」
と
い
う
意
味
で
す
。「
交
通
の
便

が
悪
い
」「
病
院
や
買
い
物
に
行
く
手
段
が
な
い
」と
い
っ
た
需
要
に
応
え
る
た
め
、

自
宅
と
目
的
地
を
つ
な
ぐ
便
利
な
交
通
手
段
（
タ
ク
シ
ー
）
を
提
供
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
は
自
宅

前
と
指
定
場
所
に
限
ら
れ
ま
す
。
指
定
場
所
以
外
で
の
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利用の流れ

電話で
事前予約

自宅または
指定場所で乗車

指定場所
または自宅に到着

 【予約専用ダイヤル】

 　タクシー事業者直通
　 （会津交通・田島タクシー・祗園タクシー）

　０２４１ー６２－５０５２

　 予約の際は「デマンドタクシーです」 

　とお伝えください。

 【役場問合せ窓口】
 　総合政策課 地域振興係

 　（お気軽にお問合せください）

 　０２４１ー６２－６２１０

南会津町
デマンドタクシー

「デマンドタクシー」には、このステッカーが掲示されます。
利用される場合は、ご確認ください

運行時間 利用料金 指定場所

荒海

永田

エリア

①滝原発→指定場所行

　8:00発、10:30発、14：00発

②南会津病院発→指定場所行

　11:30発、13:00発、16:00発

①滝原・萩野・羽塩・糸沢地区の方

　大人：600円、75歳以上：400円

　小中学生・障がいを持つ方：200円

②上記以外の地区の方

　大人：300円、75歳以上：200円

　小中学生・障がいを持つ方:100円

・自宅

・県立南会津病院

・あべクリニック

・南会津合同庁舎

・ヨークベニマル

・南会津町役場

・会津田島駅

・東邦銀行

・東北労働金庫

・ＪＡ会津よつば田島店

・きむらクリニック

・ダイユーエイト

・御蔵入交流館

・リオンドール田島店

長野

田部原

エリア

①長野発→指定場所行

　10:00発、13:30発

②南会津病院発→指定場所行

　12:00発、16:00発

〇全エリア一律

　大人：300円、75歳以上：200円

　小中学生・障がいを持つ方：100円

小出原

地区

〇栗生沢地域乗合タクシーを活用

　7:20発、9:20発、12:10発

　（※予約があった場合のみ運行）

〇栗生沢地区の方と同額

　大人：300円、75歳以上：200円

　小中学生・障がいを持つ方：100円

※乗合タクシー運行表を

　ご参照ください。

※運行日は、土曜・日曜・祝日・年末年始を除く平日となりますので、ご注意ください。
※荒海・永田エリア 8：00 発の便、小出原地区 7：20 発の便は、利用前日の 17：00 までに予約が必要です。
　そのほかの便については、出発時間の 30 分前までに予約してください。
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～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　地元素材の良さを日本全国へ発信して、この地域への関心・興
味を持っていただけるような商品づくりを目指しています。
　創業３年でまだまだヨチヨチ歩きではありますが、地域の発展
と住民の皆さまのお役に立てる仕事で貢献したいと考えていま
す。地域内外のお客さまと南会津という地域や人を結びながら、
利益よりも「人に豊かさ」を提供することを優先し、「競争」で
はなく「共創」できる事業を展開していきます。

　●私たちがつくっているもの

　各トマト農家さんオリジナルのジュースをつくっています。 
また、自社製品の小売・卸販売も行っています。代表的な商品は、
無添加・無塩の「南郷トマト１００％ジュース夏秋」です。
　南郷・只見地区の小売店、南会津管内の道の駅等で販売されて
いるほか、自社サイト（夏秋ショップ）、楽天市場、ヤフーショッ
ピング、アマゾンなどを通じてネット上でも販売しています。
　また、地元はもちろんのこと、会津若松市内の飲食店やホテル、
都内飲食店などで、一次加工品としてトマトソースの提供も行っ
ています。

株式会社 
食農価値創造研究舎

【会社概要】
◆代表取締役：近藤 一夫 　◆住所：南会津町山口字村上８１２
◆設立：２０１７年（平成２９年）８月８日
◆ＴＥＬ：０２４１- ７１- ８６８８
◆ＦＡＸ：０２４１- ７１- ８７００
◆ＵＲＬ：https://syokunouken.jp/

申
請

受
付

ご
み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　

整
備
事
業
補
助
金

　

ご
み
の
散
乱
防
止
や
正
し
い
ご
み
出
し
な
ど
、
生
活
環
境
を
守
る
目
的

で
、
ご
み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
を
整
備
す
る
地
区
を
支
援
し
ま
す
。

◆
申
請
期
限

　

７
月
31
日
（
金
）

◆
補
助
対
象

① 

新
設
・
既
設
の
集
積
所
を
問
わ
ず
、
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
地
区

②
現
在
使
用
し
て
い
る
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
を
更
新
す
る
地
区

◆
補
助
金
額

　
必
要
経
費
の
１
／
２
以
内
（
限
度
額
10
万
円
）

◆
補
助
要
件

①
年
度
内
に
整
備
が
完
了
す
る
こ
と
。

②
地
権
者
や
近
隣
住
民
の
承
諾
を
得
て
、
交
通
面
や
衛
生
面
で
支
障
が
な

　

い
土
地
に
整
備
す
る
こ
と
。

③
悪
天
候
や
強
風
に
も
耐
え
ら
れ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

④
地
区
の
責
任
の
も
と
、
適
正
に
維
持
管
理
が
で
き
る
こ
と
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
た
め
、
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
を
整
備
す
る
14
日
前
ま
で
に
、
申
請
書
を
提
出
く
だ

　

さ
い
。
区
長
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

環
境
水
道
課　

環
境
衛
生
係　
　
　
　
　

電
話　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
４
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課　

環
境
水
道
係　

電
話　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
５

　

伊
南
総
合
支
所
振
興
課　

環
境
水
道
係　

電
話　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
７

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課　

環
境
水
道
係　

電
話　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
４

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　私たちの会社は、主に地元特産品の「南郷トマト」を使った商品の開発・製造・販売をしています。また、農家さんからあずかった規格
外のトマトをジュースやピューレなどに加工する受託製造を行っています。現在は、加工事業がメインとなっていますが、ほかにも食農研
の事業として１１の目的を持っています。将来的には幅広く事業を展開し、単なるものづくりではなく、地域とそこに繋がる人たちの想い
を寄せた「コトづくり」事業に取り組んでいきたいと考えています。

南郷トマト 100％ジュース夏秋 子どもたちを対象とした見学会

製造の様子 製品の試飲会

申
請

受
付
「
不
法
投
棄
を
な
く
そ
う
！
」

　

地
域
ぐ
る
み
監
視
体
制
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金

　

後
を
絶
た
な
い
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
期
発
見
が
何
よ
り
も

重
要
で
す
。
県
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
日
常
的
に
行
う
不
法
投
棄
の
防

止
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◆
申
請
期
限

　

10
月
30
日
（
金
）

◆
補
助
対
象
団
体

① 

地
域
住
民
団
体
（
行
政
区
・
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
）

②  

地
域
づ
く
り
を
担
う
団
体
（
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
）

③
右
の
①
②
の
団
体
が
設
立
し
た
組
織
（
協
議
会
・
実
行
委
員
会
な
ど
）

◆
補
助
対
象
活
動

①
各
種
啓
発
活
動

②
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

③
立
入
防
護
柵
や
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
環
境
整
備
活
動

※
①
～
③
の
う
ち
、
２
つ
以
上
の
活
動
が
必
要
で
す
。

◆
補
助
対
象
期
間

　

原
則
１
年
で
す
が
、
必
要
と
認
め
る
場
合
は
３
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額

　

必
要
経
費
の
全
額
（
限
度
額
70
万
円
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局　

県
民
環
境
課

　
　

電
話　

０
２
４
１
（
６
２
）
２
０
６
２

◆
不
法
投
棄
の
相
談
窓
口

　

環
境
水
道
課　

環
境
衛
生
係　
　

　
　

電
話　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
４
０

【重要】令和２年度会津田島祇園祭

祭礼行事の規模縮小による実施のお知らせ
　７月22日から24日に開催される会津田島祇園祭は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

次のとおり祭礼行事の規模を縮小して斎行することとなりました。

　楽しみにされていた皆さまには、大変ご迷惑をおかけいたしますが、新型コロナウイルス感染症の収束と、   

町民の皆さまの安全を考慮しての判断となりますので、ご理解くださるようお願いいたします。
　　【祭礼行事の内容】

中 　 止 規 模 縮 小 に よ る 実 施

神 　 　 事 七 行 器 行 列 、 神 輿 渡 御 、 太 々 神 楽 、
御 神 酒 仕 込 み

御党屋党本、田出宇賀・熊野両神社社 殿
で 斎 行 す る 神 事

屋 　 　 台 大 屋 台 運 行 、 子 供 歌 舞 伎 の 上 演 ー

都 市 交 流 台東区江戸下町職人展、各種交 流 事 業 ー

そ　 の　 他 露 店 の 出 店 、 御 神 燈 の 設 置 、 交 通 規 制 ー

住　所 氏　名

東 京 都 台 東 区 轟　貴美江　様

東 京 都 町 田 市 菅家　清夫　様

愛 知 県 名 古 屋 市 林　　　勝　様

岡 山 県 早 島 町 加地　充昌　様

福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

匿 名 希 望 ２９件

３月１６日から３１日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計３４件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます
【いただいたメッセージ】

※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。ご了承ください。

▼コロナに負けず、頑張りましょう。
▼バレーボールの交流でお世話になりました。ありがとうございます。

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申し込みが
できるほか、クレジット決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税
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新
た
に
３
件
を
町
の
文
化
財
に
指
定

　

町
文
化
財
保
護
審
議
会
（
小
林
宗
一
会
長
）
は
、
有
形
文
化
財
１
件
、
有
形
民
俗
文
化
財
１
件
、

無
形
民
俗
文
化
財
１
件
を
町
の
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
、
令
和
２
年
３
月
23
日
に
開
催

さ
れ
た
教
育
委
員
会
定
例
会
で
町
指
定
文
化
財
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
を
含
め
、
町
指
定
文
化
財
は
合
計
１
０
３
件
に
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
は
、
享
保
の
大
飢
饉
や
天

明
の
大
飢
饉
な
ど
が
立
て
続
け
に
起
き
、
極
限

の
中
で
の
食
糧
不
足
対
策
と
し
て
、
山
に
火
入

れ
を
始
め
た
こ
と
が
起
源
で
あ
る
と

藤
生
鋏は

さ
み
や
ま山

の
山
焼
き

　

善
導
寺
（
古
町
）
本
堂
の
両
側
に
備

え
ら
れ
て
い
る
、
江
戸
時
代
初
期
に
作

ら
れ
た
と
さ
れ
る
２
基
の
釣
燈
籠
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
高
さ
40
㌢
、
笠
、
火ひ
ぶ
く
ろ袋
、

脚
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

笠
に
は
宝
珠
と
雫
型
の
煙
出
し
が
3

カ
所
設
け
ら
れ
て
お
り
、
吹
き
返
し
は

十
二
弁
の
花
形
で
二
弁
ず
つ
を
鋲
で
合

わ
せ
、
反
り
返
っ
た
各
弁
の
下
面
中
央

に
は
宝
珠
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

六
角
形
の
火
袋
は
、
二
面
が
蝶

ち
ょ
う
つ
が
い番

に
よ
る
両
面
扉
と
な
り
、
亀
甲
繋
ぎ
が

透
か
し
彫
り
で
施
さ
れ
た
六
面
と
も
、

上
部
の
欄
間
に
四
弁
の
宝ほ
う
そ
う
げ

相
華
、
下
部

に
波
間
に
浮
か
ぶ
宝
珠
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

脚
部
は
外
側
に
張
り
出
し
た
花
弁
形

で
、
魚な

な
こ
じ

子
地
に
宝
相
華
を
表
わ
し
て
い

ま
す
。
脚
部
に
鍍め
っ
き金
の
剥
が
れ
が
見
ら

れ
る
も
の
の
全
体
的
に
状
態
は
良
好
で

す
。
お
お
ら
か
さ
と
丁
寧
な
加
飾
は
工

芸
的
価
値
を
有
し
、
ま
た
、
製
作
時
期

や
由
来
が
明
ら
か
な
点
か
ら
も
、
地
域

の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

金こ
ん
ど
う
つ
り
と
う
ろ
う

銅
釣
燈
籠

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
焼
き
は
藤
生
区
民
が
一
丸

と
な
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
年
中
行

事
で
す
。
対
象
地
域
の
大
部
分
が
草

本
群
落
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
途
切
れ

な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。
高
地
で
の
作
業
と
な

る
た
め
、
過
去
に
は
現
地
ま
で
馬
を

利
用
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

戦
前
に
は
、
屋
根
材
確
保
の
茅
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
家
畜
の
敷
草
や
採
草
地
と

し
て
も
重
宝
し
、
昭
和
30
年
か
ら
40

年
ご
ろ
は
和
牛
も
放
牧
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

国
内
の
刈
安
草
地
は
16
カ
所
と
少

な
く
、
藤
生
鋏
山
は
そ
の
中
で
も
最

大
級
で
あ
り
、
山
焼
き
の
継
続
に

よ
っ
て
同
地
の
貴
重
な
植
物
や
昆
虫

が
生
息
す
る
環
境
、
さ
ら
に
は
景
観
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

山焼きの様子

　

戊
辰
戦
争
中
、
多
額
の
資
金
を
必
要
と
し
た

新
政
府
が
発
行
し
た
、
太だ
じ
ょ
う
か
ん
さ
つ

政
官
札
の
「
贋
壱
両

札
銅
製
原
版
」
で
す
。

　

首
謀
者
は
雲く
も
い井

龍た
つ
お雄

（
米
沢
藩
出
身
）。
自

分
の
信
念
や
理
想
を
貫
い
た
人
物
で
、
旧
幕
臣

や
脱
藩
と
い
っ
た
不
平
士
族
の
救
済
を
求
め
て

「
帰き
じ
ゅ
ん
ぶ
き
ょ
く
て
ん
け
ん
じ
ょ

順
部
曲
点
検
所
」
を
組
織
し
、
そ
の
資

金
源
と
し
て
製
造
し
た
贋
札
の
原
版
と
思
わ
れ

ま
す
。
後
に
こ
の
行
動
が
政
府
へ
の
陰
謀
と
み

な
さ
れ
逮
捕
、
梟
き
ょ
う
し
ゅ
首
（
さ
ら
し
首
）
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
時
の
南
泉
寺
二
十
代
住
職
の
慶け
い
ぜ
ん善

と
、

太だ
じ
ょ
う
か
ん
に
せ
い
ち
り
ょ
う
さ
つ
ど
う
せ
い
げ
ん
ば
ん

政
官
贋
壱
両
札
銅
製
原
版

そ
の
弟
で
自
在
院
（
会
津
若
松
市
）
住
職
の

啓け
い
で
ん傳

も
龍
雄
の
行
動
に
協
力
し
、
贋
札
製
造
に

関
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

弟
の
啓
傳
は
捕
縛
後
の
明
治
3
年
に
牢
死
し

ま
し
た
が
、
兄
の
慶
善
は
逮
捕
を
免
れ
、
啓
傳

が
徳
本
寺
（
浅
草
）
役
僧
龍り
ゅ
う
か
い
海
の
妻
タ
ケ
に

預
け
て
い
た
贋
壱
両
札
銅
製
原
版
を
密
か
に
持

ち
出
し
、
南
泉
寺
の
米こ
め
び
つ櫃
に
隠
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
料
の
存
在
は
、
当
時
の
会
津
藩
な
ど

の
置
か
れ
た
立
場
や
背
景
も
う
か
が
え
る
貴
重

な
資
料
で
す
。

原版写真（裏㊧、表㊨）

施主：大山弥十郎 施主：大山六左衛門

　

新
聞
や
報
道
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
話
題
が
中
心
の
日
々
。
さ
ら
に
は
、
県

や
町
か
ら
も
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
た
く
さ

ん
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
感
染
防
止
対
策
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。
た
だ
、
感
染
防
止
対
策
に
努

め
る
あ
ま
り
、
疲
れ
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
く

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

疲
れ
を
感
じ
て
い
る
方
に
、
さ
さ
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、「
ほ
っ
」
と
一
息
つ
く
情
報
を

お
届
け
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
少
し
ば
か
り
、

お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

　

 　

対
応
に
お
疲
れ
の
皆
さ
ま
へ

　

4
月
初
め
に
、
南
郷
保
育
所
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
笑
顔
を
守
る
た

め
に
、
も
う
少
し
の
間
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

喘
息
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
方
は
、
人

目
を
気
に
し
て
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
我
慢
し
て

い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

会
津
田
島
駅
の
売
店
「
や
ま
な
み
」
で
は
、

特
製
「
う
つ
り
ま
せ
ん
バ
ッ
ジ
」
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
利
用
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

元気いっぱいの南郷保育所の子どもたち

花粉症

ぜんそく

症で症で

中で中で

中中

中で中で

でで

べ

べ

予防中

アレルギー

うつりませんバッジうつりませんバッジ
全 12 種類

会津田島駅内売店『やまなみ』にて販売中！

「ほっ」「ほっ」
　　　　　　　　一息つきましょう。一息つきましょう。

とと
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魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
た
め
に
、
家

族
同
士
で
経
営
方
針
や
一
人
一
人
の
役
割
を
話

し
合
い
、
締
結
す
る
家
族
経
営
協
定
。

　

３
月
27
日
に
こ
の
協
定
を
結
ば
れ
た
の
は
、

渡
部
聡
さ
ん
・
あ
き
ほ
さ
ん
ご
夫
婦
（
下
山
）

と
、
髙
橋
一
彰
さ
ん
・
千
鶴
さ
ん
ご
夫
婦
（
岩

下
）
で
す
。

　

締
結
式
で
は
、
大
宅
町
長
、
積
口
和
司
南
会

津
農
林
事
務
所
農
業
振
興
普
及
部
長
、
五
十
嵐

伸
人
農
業
委
員
会
長
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
か
ら

星
晴
博
さ
ん
の
立
会
い
の
も
と
、
協
定
が
結
ば

れ
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
渡
部
さ
ん
ご

夫
婦
と
髙
橋
さ
ん
ご
夫
婦
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。　
　

前列左から渡部さんご夫婦、髙橋さんご夫婦

２組のご夫婦が家族経営協定を締結
魅力的な農業経営を目指して

　

南
郷
ト
マ
ト
農
家
や
子
育
て
世
代
の
女
性
が

中
心
と
な
り
活
動
し
て
い
る
「
あ
ね
さ
会
」。

　

４
月
２
日
、
会
の
メ
ン
バ
ー
が
舘
岩
・
伊
南
・

南
郷
の
各
小
学
校
を
訪
れ
、
手
作
り
の
マ
ス
コ

ッ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。
今
年
度
小
学
校
に
入

学
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
お
祝
い
と
、
未
来
に

向
け
て
元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
各
家
庭
で
眠
っ
て
い
た
毛

糸
を
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
も
の
で
、
か
わ

い
い
姿
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

マスコットを手渡す「あねさ会」の皆さん（南郷小学校）

「あねさ会」の皆さんが、手作りの“青い鳥マスコット”を贈呈
未来に羽ばたけ、新１年生！

思いのこもった
手作りマスコット

　

４
月
11
日
、
奥
会
津
博
物
館
で
藍
染
講
座
の

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
1
回
目
の
講
座

に
は
町
民
約
30
人
が
参
加
し
、「
藍
建
て
」
の

技
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
藍
建
て
」
と
は
、
水
に
溶
け
に
く
い
藍
の

色
素
を
ア
ル
カ
リ
溶
液
で
還
元
し
、
染
色
で
き

る
状
態
に
す
る
技
法
で
す
。
新
た
に
配
属
さ
れ

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
2
人
も
参
加
し
、
藍

染
め
の
原
点
と
な
る
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
化
学
染
料
を
使
用
し
な
い「
藍
建
て
」

技
法
な
ど
、
年
間
15
回
の
講
座
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
藍
染
め
文
化
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

「藍建て」に挑戦する参加者の皆さん

奥会津博物館で藍染講座を開催
藍染めの奥深さを学ぶ

　

国
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
、
県
内
で
も
複
数
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
マ
ス
ク
の
品
薄
状
態
が
続
き
、
感

染
症
予
防
へ
の
対
策
に
苦
慮
す
る
中
で
、
合
同

会
社
キ
ズ
ナ
（
渡
部
友
一
代
表
社
員
）
か
ら
、

町
内
の
保
育
所
と
幼
稚
園
に
マ
ス
ク
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

４
月
17
日
、
マ
ス
ク
を
手
に
田
部
原
保
育
所

を
訪
れ
た
、
渡
部
代
表
社
員
。「
感
染
症
予
防

の
た
め
に
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
、星
所
長
に
マ
ス
ク
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

星
所
長
か
ら
は
「
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、

感
謝
の
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

マスクを手渡す渡部代表社員㊧（田部原保育所）

町内保育所、幼稚園にマスクを寄贈
新型コロナウイルス感染症予防のために

田島高校南会津高校田島中学校

荒海中学校舘岩中学校南会津中学校

田島小学校田島第二小学校桧沢小学校

荒海小学校舘岩小学校伊南小学校

南郷小学校

新
た
な
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

　

４
月
６
日
に
町
立
小
学
校
７
校
と
中
学
校

４
校
、
同
８
日
に
県
立
高
校
２
校
で
そ
れ
ぞ

れ
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

世
の
中
は
暗
い
話
題
ば
か
り
目
立
ち
ま
す

が
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す

か
の
よ
う
に
、
元
気
よ
く
堂
々
と
し
た
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
【
新
入
生
徒
数
】

　
　

田
島
高
校　
　
　
　

…　

43
人

　
　

南
会
津
高
校　
　
　

…　

42
人

　
　

田
島
中
学
校　
　
　

…　

70
人

　
　

荒
海
中
学
校　
　
　

…　

12
人

　
　

舘
岩
中
学
校　
　
　

…　

13
人

　
　

南
会
津
中
学
校　
　

…　

18
人

　
　

田
島
小
学
校　
　
　

…　

35
人

　
　

田
島
第
二
小
学
校
　
…
　
14
人

　
　
桧
沢
小
学
校　
　
　

…　

11
人

　
　

荒
海
小
学
校　
　
　

…　

11
人

　
　

舘
岩
小
学
校　
　
　

…　

５
人

　
　

伊
南
小
学
校　
　
　

…　

３
人

　
　

南
郷
小
学
校　
　
　

…　

７
人

まちの話題
news & topics
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「
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
」

　

富
士
山
麓
を
舞
台
に
、
友
達
と
協
力
し
助
け

合
う
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

８
月
４
日
（
火
）
～
８
日
（
土
）
４
泊
５
日

　

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

70
人　
　

小
学
３
年
生
～
６
年
生

　

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
・
野
外
炊
飯
、
ワ
イ

　

ド
ゲ
ー
ム
、
星
空
観
察
な
ど

　

７
月
10
日
（
金
）

「
小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」

　

小
笠
原
諸
島
父
島
を
舞
台
に
、
自
分
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

８
月
14
日
（
金
）
～
20
日
（
木
）
６
泊
７
日

　

東
京
都
小
笠
原
村
父
島

　

30
人　
　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

　

自
炊
生
活
（
バ
ン
ガ
ロ
ー
）、
野
外
炊
飯
、
シ
ュ

　

ノ
ー
ケ
ー
リ
ン
グ
、
カ
ヤ
ッ
キ
ン
グ
、
ト
レ
ッ

　

キ
ン
グ
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、
星
空
観
察
な
ど

　

７
月
17
日
（
金
）

　

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

 　

info@kskk.or.jp

　

田
島
税
務
署
で
は
、
個
別
的
な
税
務
の
相
談

を
事
前
予
約
制
と
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
等
で
ご

予
約
い
た
だ
い
た
上
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
申

告
所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
な
ど
を
、
期
限

内
（
4
月
16
日
）
に
申
告
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
4
月
17
日
以
降
で
も
柔

軟
に
確
定
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、相
談
日
が
祝
日
に
当
た
る
場
合
な
ど
、

相
談
日
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

４月 会議・行事名
１ 辞令交付式（町・環境衛生組合・

南会津会・地域おこし協力隊）
/ 年度初め式 / 課長会議 / ㈱み
なみあいづ株主総会・設立式典

2 びわのかげ保育所入所式
３ 田部原保育所入所式 / 町鳥獣被

害対策実施隊委嘱状交付式
４ 田島保育園入園式
７ 町納税貯蓄組合長会議・総会 /

地酒で乾杯プロジェクト総会・
懇談会

８ 県立田島高等学校入学式
９ 新型コロナウイルス感染症対策

本部会議
10 会津総合開発協議会役員会
14 田島ロータリークラブ町長講演
15 町消防団第１支団夜警巡視
16 町ホストタウン推進実行委員会

/ 町消防団第１支団夜警巡視
20 新型コロナウイルス感染症対策

本部会議
21 故星光芳元舘岩村長叙勲受章式
24 町議会全員協議会
30 課長会議

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 70

相
　
談

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

「
職
業
訓
練
生
」
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
６
カ
月
の
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要

望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス

　

電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス

　

７
月
１
日
～
12
月
23
日
ま
で
（
６
カ
月
間
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

15
人　
　

無
料　
　

6
月
17
日
（
水
）

　

選
考
日 

6
月
19
日
（
金
）
午
前
9
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場 ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

お
知
ら
せ料

内対定

締

注問

料

出
　
発
　
地

小
学
生

中
学
生

福　

島　

駅

15
万
９
千
円

18
万
２
千
円

宇
都
宮
駅

15
万
５
千
円

17
万
４
千
円

日場定

対

内締

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

　

①
令
和
2
年
4
月
1
日
時
点
で
、
高
校
卒
業      

　

後
3
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
3
年

　

3
月
ま
で
に
高
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

②
人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認
め
る
者

　

6
月
22
日
（
月
）
～
7
月
1
日
（
水
）

　

仙
台
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

　

０
２
２
（
２
６
３
）１
１
１
１ 

内
線
３
２
３
６

　

申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
の
詳
し
い
内
容

　

に
つ
い
て
は
人
事
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.　

　

htm
l

２
０
２
０
年
度
国
家
公
務
員「
税
務
職
員
」

採
用
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
の
ご
案
内

HP 問℡注 内対申

日場定

対

内締℡Ｅ 料問 青
少
年
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

出
　
発
　
地

参
　
加
　
費

福　

島　

駅

６
万
９
千
円

宇
都
宮
駅

６
万
５
千
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
関
連

し
、
悪
質
商
法
の
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合

は
、
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

①
心
当
た
り
の
な
い
送
信
元
か
ら
怪
し
い
メ

　

ー
ル
な
ど
が
届
い
て
も
、
反
応
し
な
い
。

　

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗
し
た
悪
質  

　

な
勧
誘
を
行
う
業
者
に
は
耳
を
貸
さ
な
い
。

　

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
５
２
１
）
０
９
９
９

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗
し
た

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

注問℡

日
　
程

受
付
時
間

月
曜
～
金
曜

９
時
～
18
時
30
分

第 

４ 

日 

曜

９
時
～
16
時
30
分

内 ５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

毎
年
5
月
31
日
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
定
め
る
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
あ
り
、

日
本
で
は
5
月
31
日
か
ら
6
月
6
日
ま
で
を

「
禁
煙
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
は
、
が
ん
や
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、

慢
性
閉
そ
く
性
肺
疾
患
な
ど
の
原
因
に
な
る
と

と
も
に
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、
歯
周
疾
患
の

悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
煙
者
本
人
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
の

人
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
健
康
増
進
法

の
改
正
に
よ
り
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
飲

食
店
を
含
む
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
施
設
が
原
則
屋

内
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
施
設
内
の
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
い

る
施
設
を
「
空
気
の
き
れ
い
な
施
設
」
と
し
て

認
証
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、自
分
の
健
康
や
大
切
な
家
族
、

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
方
の
た
め
、
禁
煙
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
２

問℡個
別
的
な
税
務
相
談
の
事
前
予

約
制
に
つ
い
て

内
　
　
　
容

相
　
談
　
日

【
個
人
課
税
】

申
告
所
得
税
、
消
費
税

や
地
方
消
費
税
な
ど

月　

曜　

日

【
法
人
課
税
】

法
人
税
、
消
費
税
や

地
方
消
費
税
、
源
泉

所
得
税
な
ど

木　

曜　

日

【
資
産
課
税
】

相
続
税
、
贈
与
税
、

譲
渡
所
得
な
ど

隔
週
火
曜
日

（
10
時
～
15
時
）

【
酒　
　
　

税
】

隔
週
木
曜
日

（
10
時
～
15
時
）

内
　
　
　
容

担
当
窓
口

個
人
課
税

法
人
課
税

田
島
税
務
署

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
３
０

　
　
　
　
　
【
音
声
案
内
２
番
】

資
産
課
税

酒　
　
　

税
会
津
若
松
税
務
署

　

０
２
４
２
（
２
７
）
４
３
１
１

　
　
　
　
　
【
音
声
案
内
２
番
】

問

５月の納税こよみ
固 定 資 産 税　第１期

軽 自 動 車 税　全　期

国   民   年   金　４月分

納期限は６月１日（月）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-5050

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

－　プロフィール　－

大山ミヨ子 さん（湯ノ花）

大正９年３月３０日 生まれ

【長寿の秘訣】
　規則正しい生活
　３食美味しく食べること

【 家 族 】
子１人・孫４人・ひ孫６人

百 歳 賀 寿

おめでとうございます



広報みなみあいづ 2020.525 242020.5 広報みなみあいづ

健康通信
Health Information

健康通信
Health Information

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

５月20日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

令和２年１月生まれ

５月22日（金） ２歳児歯科健診 平成29年11月～12月生まれ

５月27日（水） ３歳６か月児健診 平成28年８月～10月生まれ

６月３日（水） ３歳６か月児健診 平成28年11月～12月生まれ

６月５日（金） ２歳児歯科健診 平成30年１月生まれ

６月17日（水） ３～４か月児健診 令和２年２月生まれ

６月24日（水） 1 歳 6 か月児健診 平成30年11月～12月生まれ

●乳幼児健康相談

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

５月26日（火） １歳児健康相談
13：30～13：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）

平成31年４月～令和元年５月生まれ

６月30日（火） １歳児健康相談 令和元年６月生まれ

月日 病　　院　　名 電　話

５月17日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

　　24日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688

　　31日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733

６月７日 朝 日 診 療 所 （只  見  町） 0241-84-2221

　　14日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576

　　21日 佐 藤 医 院 （下  郷  町） 0241-67-2134

　　28日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

５ ・ ６月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１８０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

【重要】
　　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、乳幼児健康診査・相談の日程が延期または

　中止となる場合があります。対象となるお子さんの保護者には、個別にお知らせいたします。

 一緒に居場所を作りませんか？ 一緒に居場所を作りませんか？

【支援対象者】

　①町内に在住し、社会生活（修学、就労、家庭外での交友）になじめない、またはその意欲もなく
　　６カ月以上家庭にとどまっている方
　②社会生活を営む上で、困難がある若者（おおむね 15 歳から 49 歳まで）

【支援内容】

　①社会性を養うためのプログラムを提供し、社会的な自立を目指します。
　②来所による相談も受け付けていますので、お問い合わせください。

【相談支援窓口：ユースプレイスin南会津】

　①開催日時：毎週月・水・金曜日　午前10時から午後３時まで（年末年始やお盆、祝日を除く）
　②開催場所：南会津町成年後見センター２階（南会津町介護事業所となり）
　
【問合せ】

　一般社団法人福島県若年者支援センター：電話 ０２４２- ３６- ７０７７

　町では、平成30年度から「ユースプレイスin南会津」を実施しています。ユースプレイスとは、
「きっかけを見つける居場所」です。「何かを始めたい」「仲間と楽しく過ごしたい」「自分ができる

ことを探したい」と考えている方がいれば、私たちと一緒に居場所を作っていきましょう。

【重要】令和２年度総合健診及び各種検診

延期または中止のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、令和２年度総合
健診と各種検診の日程は次のとおりとなります。
　なお、今後の状況により、実施が可能となった場合には、再度お知らせ
いたします。

　※上記以外で、医療機関で実施する施設健診（検診）については、現時点　 

　　で調整中です。

　※体調不良や自覚症状がある場合には、健診（検診）を待たず、早めに

　　医療機関を受診してください。

延 　 期 中 　 止

総 合 健 診 、 子 宮 が ん・ 骨 粗 し ょ う 症
検 診 、 乳 が ん 検 診

胃がん検診（胃カメラ）
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館図書館へ行こう！

【一般図書】

緋色の残響　　　　　　　　　　　長岡　弘樹　著

<あの絵>のまえで　　　　　　　　原田　マハ　著

礼儀正しい空き巣の死　　　　　　樋口　有介　著

東京ホロウアウト　　　　　　　　福田　和代　著

闇夜の底で踊れ　　　　　　　　　増島　拓哉　著

ＭＩＳＳＩＮＧ　　　　　　　　　村上　　龍　著

暴虎の牙　　　　　　　　　　　　柚月　裕子　著

旅ごはん　　　　　　　　　　　　小川　　糸　著

笑って生ききる　　　　　　　　瀬戸内　寂聴　著

ちょこっと、つまみ　　　阿川　佐和子〔ほか〕著

【児童図書】

ドラえもん探求ワールド　ネコの不思議　　　　　

　　　　　　　　　　　藤子・Ｆ・不二雄　まんが

紙ひこうき、きみへ　　　　　　　野中　　柊　作

トラブル旅行社（トラベル）　　　廣嶋　玲子　文

たまごにいちゃんとげんちゃん　　　あきやま　ただし　作・絵

とりあえずありがとう　　　　　　五味　太郎　作

じゃがいもひめとさつまいもひめ　　　はらぺこめがね　作・絵

歴史人物ケンミンバトル　　　　　大宮　耕一　文

えんそくのおばけずかん　　　　　斉藤　　洋　作

ねずみくんはめいたんてい　　なかえ　よしを　作

千両みかん　　　　　　　野村　たかあき　文・絵

新 着 本 の ご 案 内

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆本号から広報紙を担当する津吹です。どうぞよろしくお願い         
　します。写真の撮り方、紙面のデザイン...勉強の毎日です。
◆新型コロナウイルスで「自粛」「接触を避ける」など、暗く困難  
　な状況が続きますが、一緒に乗り越えましょう。がんばっぺ！

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　津 吹 雅 之

編 記後集

開 館 カ レ ン ダ ー

６月 （Ｊｕｎｅ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

５月 （Ｍａｙ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
　24

31　 25 26 27 28 29 30

は休館日

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

土
手
焼
き
の
焔
の
先
に
羽
虫
舞
う　
　
　
　

星　
　

昴
明

　

中
乗
り
も
居
ら
ず
に
下
る
花
筏　
　
　
　
　

柏
倉　

清
子

　

風
孕
み
地
を
嘗
め
尽
す
野
焼
き
か
な　
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まちの文芸

４月７日決定！「２０２０年 本屋大賞」受賞作品

部　　門 本　　屋　　大　　賞 翻訳小説部門

順　　位 大　賞 第２位 第３位 第１位

タイトル 流浪の月 ライオンのおやつ 線は、僕を描く アーモンド

著　　者 凪良　ゆう 小川　糸 砥上　裕將 ソン・ウォンピョン

内容紹介

　愛ではない。けれどそばに

いたい。再会すべきではな

かったかもしれない男女がも

う一度出会ったとき、運命は

周囲の人を巻き込みながら疾

走を始める。新しい人間関係

への旅立ちを描いた長編小

説。

　若くして余命を告げられた

雫は、残りの日々を瀬戸内の

島のホスピスで過ごすことを

決めた。穏やかな景色の中、

本当にしたかったことを考え

る雫。ホスピスでは毎週日曜

日、入居者がリクエストでき

る「おやつの時間」があって

…。

　両親を事故で失い、喪失感

の中にあった大学生の霜介

は、バイト先で水墨画の巨匠・

篠田湖山と出逢った。なぜか

湖山に気に入られた彼はその

場で内弟子にされてしまう

が、湖山の孫・千瑛は、それ

に反発し…。

アーモンド（扁桃体）が人よ

り小さく、怒りや恐怖を感じ

ることができないユンジェ。

彼の前にもうひとりの“怪物”

が現れて…。他人の感情がわ

からない少年と、物心もつか

ないうちに親とはぐれた不良

少年、２人の成長物語。

※受賞作品は図書館に備えてあります。ぜひ読んでみてください。

【重要】　
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

図書館で開催するすべてのイベントを、当面の間、中止といた

します。資料の貸出期間・貸出数などは、図書館までお問い

合わせください。

　また、緊急事態宣言が延長になった場合は、休館日が変更に

なる場合がありますのでご了承ください。皆さまのご理解と

ご協力をお願いいたします。

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和２年５月１日現在

総人口 １５，１２２ 人 （－３６）
男 ７，４３１ 人 （－１６）
女 ７，６９１ 人 （－２０）

世帯数 ６，５６３ 世帯 （－１２）
※（　）内は前月比　
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南 会 津 町 ∞ アルメニア共和国

　４月１６日、南会津町ホストタウン推進実行委員会の設立総会と第１回総会が御蔵入交流館で開催さ
れました。アルメニア共和国との各種交流事業を進める上で、町内関係団体や商業・観光関係機関と密
接な連携体制を構築することを確認しました。
　実行委員会は、町とアルメニア共和国との交流を生かした地域の魅力向上、情報発信の強化、活力創
造などに取り組み、郷土への愛着や誇りの醸成、商業・観光振興による地域活性化につなげることを目
的に設立されました。

　【令和２年度実施予定の事業内容】
　　①ホストタウンＰＲ事業
　　　・東京オリンピック公式ツールを活用した都市装飾
　　　・ホストタウン応援店の設置
　　　・子どもたちに対する授業を通じたアルメニア共和国を学ぶ機会の提供
　　　・広報紙、ＳＮＳを活用した情報発信
　　②お互いの国や地域について理解を深めるための交流事業
　　③アルメニア共和国選手団の受入れと地域住民との交流計画
　　※新型コロナウイルス感染症の状況により、事業内容を縮小する可能性があります。

　設立総会・第１回総会では、大宅町長を含む１３人の委員が出席し、令和２年度に取り組む事業計画
など確認しました。

大会ホストタウン
シリーズ６

ホストタウンのＰＲを充実！
実行委員会を設立

東京オリンピックに向けた
ホストタウンとしての取り組み


